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・ あなたの安全を守るため、作業に入る前にこの取扱説

明書をよく読み、十分内容を理解すること。

・ この取扱説明書を必要なときすぐ読めるように、常に

所定の場所に保管すること。
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はじめに

■本装置の用途について

噴霧冷却装置“ＭＨ”型は、機械上の切削加工点に比較的少量

の切削液を噴霧塗布する装置です。

エアー制御ユニットはＭＨ型の制御を行う装置です。

これ以外の用途には使用しないでください。

■本説明書に使用のマークについて

この説明書では、身体に障害を招く事故を防止するための安全

注意事項を以下のマークを付けて表示しています。これらのマ

ークが付いた注意事項を必ず読み、完全に内容を理解してから

作業を始めてください。

また、この説明書では、以下のマークが使われています。この

装置を正しくご使用いただくために、これらのマークが付いた

事項を必ずお読みください。

作業時に気をつけるべき事項です。

この装置や機械本体の破損を招く恐れがありま

す。

この作業を行うとき参考となる情報です。

参照する項目を示します。

記載事項を守らないと、死または重度の

障害を負う恐れのある事項

記載事項を守らないと、軽度または中程

度の障害を負う恐れのある事項

警告

注意
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■質問問い合わせ先

この説明書の内容について質問や不明点がありましたら、下記

までお問い合わせください。

■仕様変更について

装置の改良にともない、この説明書に記載されている説明や図

が実際の装置と多少異なることがありますので、あらかじめご

了承ください。

■装置の転売／貸与について

装置を転売したり貸与する場合は、この説明書及び装置納入時

に添付されていた書類一式を装置とともにお渡しください。

■装置／オイルの廃棄について

装置またはオイルを廃棄する場合は、国と地方の定める法律・

規則に従って処理してください。

■ 日本

リューベ株式会社 つくば工場

〒300-2611

茨城県つくば市大久保 15-1（つくばテクノパーク大穂内）

TEL:(029)877-5502 FAX: (029)865-3173

URL http://www.lube.co.jp

■ 中国

魯布潤滑机械（上海）有限公司

上海市外高橋保税区泰谷路 88 号 3F-C

TEL:021-5868-3818 FAX:021-5868-3880

■ U.S.A

LUBE USA , Inc.

1075 Thousand Oaks Blvd,Greenville,S.C.29607

TEL:800-326-3765 FAX:864-242-1652
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１.安全上の注意事項

１－１ 基本的安全注意事項

１－２ ラベル

この噴霧冷却装置及びエアー制御ユニットには、次

のラベルが貼り付けられています。

もしラベルが汚れたり傷ついたりして読みにくくな

ったときは、すぐに当社にお申し出ください。新し

いラベルを送付いたします（有償）。

・この説明書をよく読み、内容を完全に理解してか

ら作業に入ること。

・この説明書は、必要なときすぐ読めるよう、所定

の場所に保管すること。

・この装置の取り扱いは、噴霧冷却装置及びエアー

制御ユニットの設置・調整の知識と技能を持つも

のだけが行うこと。

・ 当社の許可なく、この装置を改造したり、変更し

たりしないこと。

・この説明書をよく読み、内容を完全に理解してか

ら作業に入ること。

警告

注意
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１－２－１ ラベルの種類（噴霧冷却装置）

①

②

③

④

型 式 ／ ＴＹＰＥ ＭＨ８０

最大使用空気圧力／ＭＡＸＩＭＵＭ ＡＩＲ ＰＲＥＳＳＵＲＥ ０．７ＭＰａ

通常使用圧力 ／ ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ ０．１～０．５ＭＰａ

使用粘度範囲／ＯＩＬ ＶＩＳＣＯＳＩＴＹ ＲＡＮＧＥ ２～１００ｃＳｔ

２２２２１１

０１／０４００１

ＣＯＤＥ ＮＯ．

ＳＥＲＩＡＬ ＮＯ．

ＤＵＡＬＵＢＥ

注 意
（１） 液を 補充する時は、空気供給を中止して 給水口を

ゆっく り開け、タンク内の圧力を抜いてか ら行って

下さい 。
（２） きれ いな水（異物なし）および指定の防 錆剤以

外タン ク内に入れないで下さい。

ＣＡＵＴＩＯＮＳ
（１）ＲＥＦＩＬＬ ＴＨＥ ＲＥＦＩＮＥＤ ＷＡＴＥＲ， ＡＦＴＥＲ ＤＲＯＰ ＴＨＥ ＡＩＲ ＰＲＥＳＳＵＲＥ．

（２）ＰＬＥＡＳＥ ＭＡＫＥ ＳＵＲＥ ＴＯ ＦＩＬＬ ＴＨＥ ＲＥＳＥＲＶＯＩＲ ＷＩＴＨ ＯＮＬＹ

ＰＵＲＥ ＷＡＴＥＲ ＡＮＤ ＴＨＥ ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ ＡＮＴＩＲＵＳＴ ＡＤＤＩＴＩＶＥＳ．

！

！

通 常 使 用 圧 力
ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ

０．１～０．５ＭＰａ

給油口をあけるときは
空気供給を中止してから
ゆっくりあけて下さい。

Ｓｔｏｐ ｓｕｐｐｌｙｉｎｇ ａｉｒ
ａｎｄ ｓｌｏｗｌｙ ｏｐｅｎ
ｔｈｅ ｌｉｄ ｂｅｆｏｒｅ
ｒｅｆｌｌｉｎｇ．

ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

ＴＥＬ（０３）－３２０４－８４３１
ＴＯＫＹＯ ＪＡＰＡＮ

ＦＡＸ（０３）－３２０４－８５２０

ＬＩＮＥ ＦＩＬＴＥＲ
ＴＹＰＥ ＦＸ－１ ＰＲＥＳＳＵＲＥ １ＭＰａ（ＭＡＸ）

ＣＯＲＤ Ｎｏ．１０９３１１ ＥＬＥＭＥＮＴ ４０μ

フィルターは年１回交換してください

ＲＥＰＬＡＣＥ ＦＩＬＴＥＲ ＡＮＮＵＡＬＬＹ
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１－２－２ ラベルの貼付位置（噴霧冷却装置）

(１) ＭＨ２０Ｄ－Ａ

(２) ＭＨ４０,ＭＨ８０,ＭＨ１００,ＭＨ２２０

②

④

③

①

通 常 使 用 圧 力
ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ

０．１～０．５ＭＰａ

①

②

③
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１－２－３ ラベルの種類（エアー制御ユニット）

①

１－２－４ ラベルの貼付位置（エアー制御ユニット）

型 式 ／ ＴＹＰＥ Ｍ Ｈ－ ３ ２ ４ － Ｐ Ｓ

最大使用空気圧力／ ＭＡＸＩＭＵＭ Ａ ＩＲ ＰＲＥＳＳＵＲＥ ０．７ＭＰａ

通常使用圧力 ／ ＯＰＥＲＡＴ ＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ ０．１～０．５ＭＰａ

電源電圧 ／ ＰＯＷＥＲ ＳＵＰＰＬＹ ＤＣ２４Ｖ

２２５１２７

＊＊／＊＊＊＊＊

ＣＯＤＥ ＮＯ．

ＳＥＲ ＩＡＬ ＮＯ．

ＤＵＡＬＵＢＥ

電磁弁の電圧を確認して下さい。

！

！ 注 意

ＣＡＵＴ ＩＯＮＳ

ＰＬ ＥＡＳＥ ＣＨＥＣＫ ＴＨＥ ＶＯＬＴＡＧＥ ＯＦ ＳＯＬＥＮＯ Ｉ Ｄ ＶＡ ＬＶ Ｅ．

①
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２.仕様と概要

２－１ 仕様

２－１－１ 噴霧冷却装置

項 目 仕 様

冷却噴霧装置型式 ＭＨ２０Ｄ‐Ａ ＭＨ４０ ＭＨ８０

最大空気圧力 ＭＰａ ０．７ ０．７ ０．７

使用空気圧力 ＭＰａ ０．１～０．３ ０．１～０．５ ０．１～０．５

タンク全容量 Ｌ

有効容量 Ｌ

２．６

２．０

５．１

３．８

７．７

６．４

使用粘度範囲 ｍ㎡/s ２～１００

フィルターろ過精度 μ ４０

項 目 仕 様

冷却噴霧装置型式 ＭＨ１００ ＭＨ２２０

最大空気圧力 ＭＰａ ０．７ ０．７

使用空気圧力 ＭＰａ ０．１～０．５ ０．１～０．５

タンク全容量 Ｌ

有効容量 Ｌ

１２．９

１１．７

２２．４

２０．０

使用粘度範囲 ｍ㎡/s ２～１００

フィルターろ過精度 μ ４０

※ フィルターはラインフィルターになります

※ オイルレベルスイッチはオプション設定となります

オイルレベルスイッチ

項 目 仕 様

最大使用電圧 ＡＣ、ＤＣ２００Ｖ

接点開閉容量
３０Ｗ又は０．５Ａ（抵抗負荷）

いずれか小さい方

接点方式
Ａ（下限ＯＮ）

Ｂ（下限ＯＦＦ）

結線図

オイルレヘ゛ルスイッチ出力

ＯＬ ＯＬ
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２－１－２ エアー制御ユニット

項 目 仕 様

最大空気圧力 ＭＰａ ０．７

通常使用圧力 ＭＰａ ０．１～０．５

電磁弁 ＤＣ２４Ｖ ３方向

※ 圧力スイッチはオプション設定となります

圧力スイッチ

項 目 仕 様

電気定格

ＡＣ１２０/２４０Ｖ,

１３５ＶＡ,

ＤＣ２８Ｖ,２Ａ

作動圧力 ＭＰａ ０．１５

復帰圧力 ＭＰａ ０．１

接点形式 Ｎ.Ｃ

結線図

.

ＤＣ２４Ｖ

電 磁 弁
電 源

圧力スイッチ
出 力

Ｓ
Ｖ

Ｓ
Ｖ

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

Ｏ
Ｌ

Ｏ
Ｌ
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２－２ 各部の名称

２－２－１ 各部の名称（噴霧冷却装置）

(１) ＭＨ２０Ｄ－Ａ

Ｇ１／８
ト゛レンフ゜ラク゛

ラインフィルター（ＦＸ－１）

取り付け板

空気出入口
Ｒｃ１／８

空気出入口
Ｒｃ１／８

オイル吐出口

オイル吐出口
Ｒｃ１／８

補給口

レベルゲージ

給油タンク

（沈みプラグで埋め栓）

添付品

１
６

４

１
４

８

７
４

２

１４８

１２８

７６

２
９

９

２
０

７
４

８

４
６

１
０

２－φ７

（
）

７
０

４５φ
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(２) ＭＨ４０

通 常 使 用 圧 力
ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ

０．１～０．５ＭＰａ

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

（沈みフ゜ラク゛で埋め栓）

２００

６
０

２４９

２
１

９

２
４

４

空気出入口（Ｒｃ１／８）
空気出入口（Ｒｃ１／８）

補給口

１
２

５

ト゛レンフ゜ラク゛

１６０

４－φ８．５取付穴

給油口をあけるときは
空気供給を中止してから

ゆっくりあけて下さい。
Ｓｔｏｐ ｓｕｐｐｌｙｉｎｇ ａｉｒ

ａｎｄ ｓｌｏｗｌｙ ｏｐｅｎ

ｔｈｅ ｌｉｄ ｂｅｆｏｒｅ
ｒｅｆｉｌｌｉｎｇ．

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

レベルゲージ

給油タンク

取り付け板

１
４

１

２
６

６



12

(３) ＭＨ８０

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

（沈みフ゜ラク゛で埋め栓）

４－φ８．５取付穴

空気出入口（Ｒｃ１／８）

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

空気出入口（Ｒｃ１／８）

補給口

ラインフィルター（ＦＸ－１）

添付品

ト゛レンフ゜ラク゛

ボールバルブ

添付品

出荷時は沈みプラグＲ１／８で埋め栓

通 常 使 用 圧 力
ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ

０．１～０．５ＭＰａ

取り付け板

レベルゲージ

給油タンク

給油口をあけるときは

空気供給を中止してから
ゆっくりあけて下さい。

Ｓｔｏｐ ｓｕｐｐｌｙｉｎｇ ａｉｒ

ａｎｄ ｓｌｏｗｌｙ ｏｐｅｎ
ｔｈｅ ｌｉｄ ｂｅｆｏｒｅ

ｒｅｆｉｌｌｉｎｇ．

２００

１
２
５

６
０

１
４

１

２
６

６

６２２４９

１６０

７
０

４５φ

２
９

４

３
１

９
５

０
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(４) ＭＨ１００

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

（沈みフ゜ラク゛で埋め栓）

４－φ８．５取付穴

空気出入口（Ｒｃ１／８）

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

空気出入口（Ｒｃ１／８）

補給口

ラインフィルター（ＦＸ－１）

添付品

ト゛レンフ゜ラク゛

通 常 使 用 圧 力
ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ

０．１～０．５ＭＰａ

取り付け板

レベルゲージ

給油タンク

給油口をあけるときは
空気供給を中止してから

ゆっくりあけて下さい。
Ｓｔｏｐ ｓｕｐｐｌｙｉｎｇ ａｉｒ

ａｎｄ ｓｌｏｗｌｙ ｏｐｅｎ

ｔｈｅ ｌｉｄ ｂｅｆｏｒｅ
ｒｅｆｉｌｌｉｎｇ．

２００

１
２

５

６
０

１
４

１

２
６

６

６２２４９

１６０

７
０

４５φ

４
４

８

４
７

３

オイルレベルスイッチ端子箱

４
９

２
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(５) ＭＨ２２０

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

（沈みフ゜ラク゛で埋め栓）

４－φ８．５取付穴

空気出入口（Ｒｃ１／８）

オイル吐出口（Ｒｃ１／８）

空気出入口（Ｒｃ１／８）

補給口

ラインフィルター（ＦＸ－１）

添付品

ト゛レンフ゜ラク゛

ボールバルブ

添付品

出荷時は沈みプラグＲ１／８で埋め栓

通 常 使 用 圧 力
ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＰＲＥＳＳＵＲＥ

０．１～０．５ＭＰａ

取り付け板

レベルゲージ

給油タンク

給油口をあけるときは
空気供給を中止してから
ゆっくりあけて下さい。

Ｓｔｏｐ ｓｕｐｐｌｙｉｎｇ ａｉｒ
ａｎｄ ｓｌｏｗｌｙ ｏｐｅｎ

ｔｈｅ ｌｉｄ ｂｅｆｏｒｅ
ｒｅｆｉｌｌｉｎｇ．

２００

１
２

５

６
０

１
４

１

２
６

６

６２２４９

１６０

７
０

４５φ

７
４

０

７
６

６
５

０
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２－２－２ 各部の名称（エアー制御ユニット）

空気出口
Ｒｃ１／８

オイル出口空気入口
Ｒｃ１／８ Ｍ８×１

電線引出口

噴霧装置空気入口へ接続 噴霧装置オイル出口へ接続
Ｒｃ１／８Ｒｃ１／８

ＡＩＲ ＯＵＴ ＯＩＬ ＯＵＴ

圧力計

１
２

５

（
１

４
６

）

１８０

２００

１
０

４

（
１

１
５

）

取付穴
２－φ８．５
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３．取り付けについて

３－１ 使用環境条件

この噴霧冷却装置及びエアー制御ユニットは、下記の環境で使用し

てください。

・周囲温度 ：０～＋４０℃

・湿度 ：３５～８５％ ＲＨ

３－２ 取り付け方法

噴霧冷却装置及びエアー制御ユニットは、確実に固

定すること。取り付けが不十分な場合、装置が動き

ケガをする恐れがある。

噴霧冷却装置及びエアー制御ユニットは、重量に

十分耐える垂直壁面に固定してください。

ＭＨ２０Ｄ－ＡはＭ６ボルト（２個）

ＭＨ４０・ＭＨ８０・ＭＨ１００・ＭＨ２２０

はＭ８ボルト（４個）

エアー制御ユニットはＭ８ボルト（２個）

で取り付けてください。

振動を受けることが予想される場合は、

防振ゴムを介して取り付けてください。

噴霧冷却装置及びエアー制御ユニットの周囲には、

使用・保守作業に必要な次ページのスペースを設

けてください。

注意
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■ 噴霧冷却装置とエアー制御ユニットの重量および必要スペース

名称 重量＊(kg) 必要スペース(mm)

MH20D-A 3.3 A:150 B:150

MH40 9 A:150 B:150

MH80 10 A:150 B:150

MH100 11 A:150 B:150

MH220 16 A:150 B:150

エアー制御ユニット 3 A:150 B:150

＊：オイル重量は含みません。

ＢＢ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

噴霧冷却装置

エアー制御ユニット
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３－３ 電気配線方法

この噴霧冷却装置にはオイルレベルスイッチ仕様を除き、

電気配線はありません。オイルレベルスイッチを使用する

場合は８ページの結線図を参照し接続してください。

供給エアー制御用機器の電気配線は、ご使用の機器取り

扱い説明書に従って行ってください。

エアー制御ユニットをご使用の場合は９ページの結線図を

参照し接続してください。

３－４ 配管接続方法

噴霧冷却装置のオイル吐出口（Ｒｃ１/８）に付属のライ

ンフィルターを接続してください。

ラインフィルターには流れ方向があります。接続方向を

確認してください。

２２ページの“６－１ラインフィルター”を参照く

ださい。

ラインフィルターの吐出口（Ｒｃ１/８）にスプレイジェッ

トノズルを配管接続してください。

配管は、使用圧力１ＭＰａ以上の圧力に耐える

ものを使用してください。

配管は、手で回らなくなるまで締めてからスパナなどで

２/３回転程度締め付けてください。

適正締め付けトルクは２４ページの「配管部の締め

付け量」を参照ください。

配管終了後、継手からオイル、エアーが漏れないことを確

認してください。

配線作業は、電気工事の有資格者のみが行なうこと。警告
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４．制御方法について

噴霧冷却装置の運転・休止は、供給エアーをエアー制御ユニ

ット若しくは電磁弁等で制御して行ないます。電磁弁等の開

閉サイクルを設定してください。

運転時間と休止時間に制限はありません。

噴霧冷却装置をエアーで加圧運転している時間内は連続でオ

イルが吐出します。

供給エアーは必ず圧力調整してください。

噴霧冷却装置に０．７ＭＰａ以上のエアー圧力をか

けるとエアー漏れや装置破損をおこし、爆発するお

それがあります。

噴霧量はエアーの圧力やスプレイジェットノズルの

ニードルバルブ開閉量で変わります。

噴霧量の調整はエアー圧力を調整したあと、ノズルからの吐

出状態を見ながら行ってください。

噴霧用スプレイジェットノズルの本数が多すぎると

供給エアー量が不足して噴霧量が変化します。

ノズルは１～４本で使用ください。

噴霧冷却システムの配管部品としてスプレイジェッ

トノズル、スプレイブロック、デュアルホース等を

ご利用ください。

警告
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５．使用油と補給について

５－１ 使用油

工業用潤滑油を使用してください。

ＩＳＯ粘度 ２～１００ｍ㎡/ｓの範囲内で使用してくだ

さい。

同じメーカーの同グレードのオイルを補給してく

ださい。

推奨オイルの使用をお奨めいたします。

推奨オイル : ルブフィット

ＬＦ１０・ＬＦ１５・ＬＦ１５Ｂ・

ＬＦ２０

速乾性、特殊油剤を使用する場合はご相談くださ

い。

液剤の選定は２４ページの「使用部品の材質」を参

考にして検討してください。

５－２ 補給方法

タンクの油はレベルゲージの下限になったら補給してくだ

さい。

オイルレベルスイッチを使用している場合は、油面低下の

信号がでたら補給してください。

オイルを補給するときは必ず供給エアーを停止し

てください。

また噴霧冷却装置のタンク内にもエアー圧力が残

っています。スプレイジェットノズルなどからエ

アーを放出してタンク内の圧力を抜いてくだい。

警告
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オイルは新油を補給してください。異物が混入すると噴霧

冷却システム内で使用するノズルの目詰まりを起こし吐出

しなくなります。

水溶性オイルを希釈する水は、酸化鉄分等を含ま

ないものを使用してください。

噴霧システム内で錆が発生し、異物としてノズル

の目詰まりを起こし吐出しなくなります。

オイルはポンプフランジ上の補給口から補給してください。

補給はレベルゲージの上限まで入れてください。

補給口ふたはタンク内の加圧エアーを抜いてから

あけてくだい。

油があふれたり、外部へ漏れたらすぐ拭き取って

ください。

オイルレベル位置

補給口ふたは最後まできちんと閉めてください。

閉めてないとタンク内エアーが噴出したり、補給口

ふたがエアー圧力で飛び出したりします。

本装置を使用する前に必ず、エアー漏れ・油漏れ

がないか点検確認してください。

上限

下限

警告

警告
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６．保守整備について

６－１ ラインフィルター

ラインフィルターは年一回交換または定期的に洗浄してくだ

さい。

ラインフィルターが目詰まりしたり、汚れたり

すると噴霧量が少なくなります。

ラインフィルターには流れ方向性があります。

ラインフィルターを取り付けるときは、接続口の矢印 → 方

向へ流れるように取り付けてください。

ラインフィルター

オイル吐出口

サクション口 流れ方向矢印

噴霧冷却装置の保守整備をするときは、必ず供給エ

アーを停止して噴霧冷却装置内のエアー圧力がゼロ

になってから作業すること。

噴霧冷却装置や配管からエアーが噴出したり、部品

が飛ばされたりします。

警告
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６－２ トラブルシューティング

トラブルが発生したときは、下表に従い、処置を行なってください。

現 象 原 因 処 置

噴霧冷却装置か

ら油が出ない

給油タンクの油面低下 使用している油と同銘柄・

同一グレードの油を補給す

る

“5.使用油と補給”を参照し

てください

ラインフィルターの目詰り フィルターの洗浄または交

換、場合によっては新油と取

り替える。

“6-1 ラインフィルター”を

参照してください

油の粘度が高すぎるため油

を吸い込まない

使用油を確認し、適正オイル

に交換する

“5.使用油と補給”を参照

してください

エアー圧力が低い 供給エアー圧力を適正値に

調整する

エアー配管接続部から漏れ

る

適正トルクで締め付ける

“配管部の締め付け量を

参照してください

エアー配管が破損している 破損した配管を交換する

スプレイジェッ

トノズルからオ

イルが出ない

上記いずれかの原因で噴霧

冷却装置から油が出ない

上記の処置に従う

スプレイジェットノズルの

目詰まり

スプレイジェットノズルを

交換する

配管接続部からもれる 適正トルクで締め付ける

“配管部の締め付け量”を参

照してください

配管が破損している 破損した配管を交換する
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■ 配管部の締め付け量

締め付け量
参考トルク

（Ｎ･ｍ）

外径４ｍｍナイロン

パイプ

(主配管)

コンプレッション・ブッシングを手で回

らなくなるまで締め、その後スパナ等で

2/3 回転締め付ける ３.４

外径６ｍｍナイロン

パイプ

(主配管、エアー配管)

コンプレッション・ブッシングを手で回

らなくなるまで締め、その後スパナ等で

2/3 回転締め付ける ３.４

外径４ｍｍ銅管、鋼管

(主配管)

コンプレッション・ブッシングを手で回

らなくなるまで締め、その後スパナ等で

2/3 回転締め付ける ４．１

管用テーパーネジ

Rc1/8

（装置の IN,OUT、ジ

ャンクション）

くい込み継手を手で回らなくなるまで締

め、その後スパナ等で２回転半～３回転締

め付ける ７.１

■ 使用部品の材質

噴霧冷却装置に使用されている主な部品の材質です。

フランジ ‥‥ ＡＤＣ－２，ＡＣ２Ｂ

タンク本体 ‥‥ Ａ５０５２ＴＤ

パッキン類 ‥‥ ＮＢＲ （フッ素ゴム：バイトン仕様のみ）

オイルゲージ ‥‥ フッ素樹脂

その他 ‥‥ Ｃ３６０４ＢＤ，ＳＳ４１Ｂ（亜鉛メッキ）
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付録．潤滑油の汚染原因と対策

■汚染原因

潤滑油の汚染原因は、装置の取り付け前と運転中とに分けて

考えられます。

○ 装置の取付前

ポンプ配管、タンク等への異物混入による。

（組立部品、配管部品の製造管理上の不具合、および工事

中の不適格によるもの）

○ 装置の運転中

外部からの異物の混入、および内部での発生による。

（温度変化による空気中の水分の凝縮、潤滑油自体の酸化

によるスラッジ）

■対策

１．タンクをきれいにし、異物を除去する。

２．補給用潤滑油の管理に十分注意する。

装置の設置場所や潤滑油の保管場所が屋外の場合、雨や

ホコリ等が潤滑油に混入しないように対策を取る。


